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ガボン共和国月報（２０２３年４月） 

２０２３年４月号 

在ガボン日本国大使館 

 

１． 内政・外交 

 ５日、ベルトラン・ジビ（Bertrand Zibi）氏は、２０２３年大統領選挙に立候補することを発表し

た。また、野党の統一候補の擁立の必要性に対し、同氏は、同氏以外の候補者を支持する

用意があると述べた。２０２２年９月に刑務所から釈放されて以来、ジビ氏は大統領選挙への

立候補問題に関して曖昧な態度をとっていた。同氏は、欧州の指導者やディアスポラとの会

談を通じて、ここ数か月で慎重に立候補を検討してきたと述べた。３月２９日付のＳＮＳ上でも

公開された「ブリュッセルからの呼びかけ（L'appel de Bruxelles）」と題された文書では、北部

ウォレウ・ンテム州ミンヴールの元国民議会議員である同氏は、周囲の一致を望んでいるよ

うに見える。同氏は、「２０２３年がガボン国民にとって勝利の年となるよう、政敵や政治活動

家、民主主義を望む一般市民、熱意のある女性や男性の全員が私を支援するようお願いし

たい」と述べた。（５日付ＧＲ） 

 ５日、ミッシェル・ステファン・ボンダ・ガボン選挙委員会（ＣＧＥ）委員長は、李駐ガボン中国大

使と会談した。李大使は、ガボンの選挙実施を担うＣＧＥに対し、特に今後行われる総選挙に

ついて中国政府が物的支援を行う準備があることを伝えた。同会談では、中国ガボン二国間

協力関係に関する様々な話題について意見が交わされた。この文脈の中で、ボンダ委員長

及び李大使は今年実施予定の総選挙についても議論した。李大使は「ボンダ委員長に対し、

選挙プロセス全体で同委員長を支援するために中国や駐ガボン中国大使館として出来るこ

とがあれば、自分はあらゆる提案を受け入れることに好意的である旨伝えた」と発言した。ま

た、李大使は、こうした提案は中国がガボン内政に干渉するということでは全くなく、純粋にロ

ジ面での支援を提案する性質のものであることを強調した。「中国は善意でガボンの総選挙

を支援するのであり、（選挙について）口出しをすることは絶対にない」と説明した。（９日付Ｇ

ＭＴ） 

 １８日～２１日、アリ・ボンゴ大統領は、習近平中国国家主席の招待に応じる形で訪中した。

アリ・ボンゴ大統領が現職の大統領として訪中するのは２０１０年、２０１６年、２０１８年に続き

４回目であり、同大統領は、習近平国家主席の他、李克強首相、趙楽際全人代委員長と会

談した。同大統領は、一つの中国原則や相互内政不干渉の確認、中国が進める一帯一路政

策や中国式現代化、人類運命共同体構想、グローバル発展イニシアティブ、グローバル安全

保障イニシアティブへの支持を表明した。また、中国とガボンの関係を「包括的かつ戦略的協

力パートナーシップ」に格上げすることが決定された。さらに、首脳会談の後、農業、観光、投

資、都市開発、メディア、外交、環境面における少なくとも７つの覚書に署名がなされた。ア

リ・ボンゴ大統領は、本年３月に開催された全人代で習近平国家主席が再任された後、同国

家主席と会談した初のアフリカ首脳となった。また、２０２４年に習近平国家主席をガボンに招

待するための招待状が手交された。（２０日付ＵＮ）。 
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 ２９日、アリ・ボンゴ大統領は、実務・友好訪問でガボンを訪問中のウワタラ・コートジボワー

ル大統領と会談を行った。本会談は、両大統領の定期協議の一環であり、地域やアフリカ大

陸、国際問題に関する様々な議題や共通の関心事について議論された。両大統領は、様々

なレベルでの両国の協力関係を検討し、互恵的な利益を通じて、特に経済レベルで協力関

係をより高いレベルに引き上げることを確認した。また、両大統領は、新たな有望かつ革新

的な協力分野の探求を両国の専門家に指示した。さらに、両国間の既存の法的枠組みを歓

迎した上で、現在交渉中の協定の具体化についても専門家に指示した。さらに、ウワタラ大

統領は、３月１日から２日にかけてリーブルビルで開催された「One Forest Summit」の開催に

ついて、アリ・ボンゴ大統領に祝辞を述べた。ウワタラ大統領は、環境問題や全ての大陸、特

にアフリカ大陸が直面する課題の解決策発見に貢献する当サミットの成果を賞賛した。両大

統領は、第３回合同協力委員会のアビジャンでの開催に関するプロセスについても議論した。

（１３日付ＧＡ） 

 

出典：ＧＲ（ガボンレビュー）、ＧＭＴ（ガボン・メディア・タイム）、ＵＮ（ユニオン）、GA（ガボンアクチュ） 

（了） 


